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竜王のサクランボ

やさしい甘みが
お口いっぱい！

竜王のサクランボ

やさしい甘みが
お口いっぱい！

「 環境シリーズ 実践！ごみダイエット 」

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
肺炎球菌ワクチン予防接種／住基カード
医療機関で子宮がん・乳がん検診
献血／福祉医療費受給券の更新
保健福祉連続講座／タクシー運賃など助成
木造住宅の簡易耐震診断／歴史体験学習
次世代へのギフト
まちのホッとニュース／ラオスから発信
みんなの暮らし～各課からのお便り～
国民年金■本のもり■みんな私の人権■介護保険の道しるべ
くらしの百科■しょうがい福祉制度の窓■味■公民館ニュースレター

星のふしぎ
お知らせ掲示板
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　6月11日、竜王幼稚園3歳児たちと竜王小学校特別支援学級の

児童たちが、幼小交流の一つとして、一緒にサクランボ狩りを楽

しみました。訪れた「仙ちゃんのさくらんぼ園」（西山）で、佐藤錦・

香夏錦・高砂など真っ赤に熟れた実を次々に口に含み、「おいし

～い」と満足顔の子どもたち。鈴なりのサクランボを心行くまで堪

能していました。

さとうにしき

こうかにしき たかさご

竜王のサクランボ

やさしい甘みが
お口いっぱい！

竜王のサクランボ

やさしい甘みが
お口いっぱい！



実
践！
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

実
践！
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

生
ご
み
の
一
絞
り
運
動

まず家庭で、生ごみを三角コーナーな
どで水切りします。

三
角
コ
ー
ナ
ー
で
水
切
り
し
た
生
ご
み
は
、

ネ
ッ
ト
な
ど
に
入
れ
て
、
ギ
ュ
ッ
と
一
絞
り
！

た
っ
た
一
手
間
が
、
地
球
に
優
し
い
の
で
す

必
須
！

　

燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
、各
家
庭
か
ら
袋
い
っ
ぱ
い
の
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。
４
人
家
族
な
ら
、
平

均
で
だ
い
た
い
４
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
４
日
で
東
京
ド
ー
ム
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
し
ま
う
量
が
、
日
本
中
の

家
庭
か
ら
出
て
い
る
の
で
す
。

　

ご
み
問
題
は
一
人
一
人
の
問
題
で
す
。
私
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
ご
み
を

減
ら
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
月
号
で
は
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
「
ご
み
減
量
チ

ャ
レ
ン
ジ
優
良
地
区
報
奨
事
業
」
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

集特
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ま
ず
は
、
各
地
区
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
内
容
を
検

討
し
、
実
施
計
画
を
立
て
ま
す
。
目
標
も
設
定

し
ま
し
ょ
う
。

　

目
標
は
、
可
燃
ご
み
の
搬
入
量
1.0
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
削
減
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
各
地

区
で
独
自
に
目
標
値
を
設
定
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

　

実
施
計
画
を
立
て
た
ら
、
平
成
21
年
10
月
か

ら
22
年
１
月
ま
で
実
践
し
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
報
奨
の
対
象
期
間
は
平
成
21
年
11

月
〜
22
年
１
月
と
し
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
可

燃
性
粗
大
ご
み
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
の
う
ち
、

特
に
、
日
々
の
心
掛
け
で
削
減
し
や
す
い
「
可

燃
ご
み
」
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
可
燃
ご
み
の
う
ち
、
特
に
「
生
ご
み
」

の
重
量
を
抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

生
ご
み
は
水
分
を
多
量
に
含
ん
で
お
り
、
こ

の
水
分
を
無
く
す
こ
と
で
重
量
は
大
幅
に
減
少

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
各
家
庭
で
生
ご
み
を
三
角
コ
ー
ナ

ー
で
水
切
り
し
た
後
、
ネ
ッ
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
一
絞
り
す
る
運
動
を
実
践
し
て
く
だ

さ
い
。各
地
区
で
は
、各
家
庭
の
実
践
記
録
を
取

り
ま
と
め
、
結
果
を
役
場
に
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
同
時
期
（
平
成
20
年
11
月
〜
21
年
１

月
）
に
対
し
、
可
燃
ご
み
搬
入
量
を
1.0
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
減
量
し
た
地
区
に
は
、
実
施
報
告
内

容
を
審
査
し
た
上
で
、
そ
の
減
量
率
に
応
じ
た

報
奨
金
を
支
払
い
ま
す
。（
予
算
範
囲
内
、
１

０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※ 

報
奨
地
区
の
う
ち
、
減
量
率
１
位
の
地
区
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
で
取
り
組
み
事
例
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

１　

ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
計
画
を
立
て
る

３　

実
践
〜
ま
ず
は「
生
ご
み
」の
減
量

４　

報
奨
対
象
地
区

２　

実
施
期
間
は
10
月
〜
翌
年
１
月



町長からのメッセージ

水切りした
生ごみをネットや
ビニール袋に入れて、
さらに一絞りします。

一絞りの実践の有無を記録します。
自治会は各家庭の記録票を回収し、月
ごとに取りまとめ、役場へ実施報告書
とともに提出します。

　
ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
優
良
地
区

報
奨
事
業
お
よ
び
下
記
の
２
事
業
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
生
活
安
全
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

竹ぐしなどで
袋に穴を開けて、
一晩置いておく
だけでもOK
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●
６
月
〜
９
月

　
　

各
地
区
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
内
容
を
検
討

●
９
月
下
旬

　
「
ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
計
画
書
」
を
役

場
に
提
出

●
10
月
〜
１
月

　
　

各
地
区
で
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を
実
施

●
２
月
上
旬

　
「
ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
施
報
告
書
」・

「
生
ご
み
一
絞
り
運
動
実
践
結
果
表
」
を
役

場
に
提
出
↓
報
奨
対
象
地
区
を
決
定

●
３
月
中
旬

　
　

各
地
区
へ
報
奨
金
を
交
付

●「
ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
計
画
書
」

　

平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
活
安
全
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
施
報
告
書
」

　
「
生
ご
み
一
絞
り
運
動
実
践
結
果
表
」

　

平
成
22
年
２
月
10
日
ま
で
に
生
活
安
全
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
様
式
は
、
区
長
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

＊
自
治
会
対
象

「
生
ご
み
の
自
家
処
理
」
で
補
助
金
10
万
円

　

竜
王
町
で
は
、
燃
え
る
ご
み
か
ら
生
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に
、
１
集
落
当
た
り
10
万
円
の
補

助
金
を
交
付
し
、
地
域
の
ご
み
減
量
運
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

＊
家
庭
で
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
と
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
、

ボ
カ
シ
容
器
な
ど
の
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す

る
と
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

これが、町民の皆さんと一緒に始める

チ ャ レ ン ジ

自律意識を高める
ごみ減量運動

　「地域力」を高めていくためには、行政と
住民の皆さんがそれぞれの立場で、責任と役
割をしっかり果たしていくことが大切です。
そのことが地域のきずなを生み、地域力を高
めます。その一つの方法が「ごみ減量運動」
です。

地域のごみ減量活動から始まる
自律意識の高まり

　20世紀は大量生産・大量消費・大量廃棄の
時代といわれ、その結果、地球環境問題とも
からみ合い、大変深刻な状況です。
　私たちが生きている21世紀は、その反省を
込めて最適生産・最適消費・適正処理を目指
す社会をつくり上げなければなりません。
　竜王町においても、ごみの分別回収、資源
の再利用化に取り組んでいますが、ごみ問題
を住民一人一人の問題としてとらえ、ごみを
減らすためには、まず「実践」が大切である
と考えています。
　家庭ごみ減量の取り組みによって、日常の
暮らし方を振り返るとともに、環境問題への
認識につなげます。

地域連携の広がりから
行政経費の縮減を目指します

　ごみの処理は、すべて皆さんの税金で行っ
ています。ごみ減量を行うことで処理に掛か
る費用が少なくなり、そのことが町の家計を
助け、結果として住民サービスの向上につな
がります。

問  生活安全課 生活環境係  58-3703

５　

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

６　

提
出
書
類

ま
ち
の
ご
み
減
量
制
度
も
ご
活
用
く
だ
さ
い



7月中に
新しい保険証が届き

ます
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長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
、

平
成
21
年
度
の
年
間
保
険
料
額
や
支
払
い
方
法

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
、
７
月
に
郵
送
で
お

送
り
し
ま
す
。

★
保
険
料
の
計
算
の
基
に
な
る
の
は
？

　

平
成
21
年
度
の
保
険
料
は
、
平
成
20
　

年
中
の

所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
ま
す
。

★「
特
別
徴
収
」
な
ら
年
金
か
ら
、

　
「
普
通
徴
収
」
な
ら
納
付
書
か
口
座
振
替
で

　

通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
額
を
年
金
か
ら
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て

い
れ
ば
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
口
座
振
替
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中
に
簡
易
書
留
郵

便
で
順
次
発
送
し
ま
す
。

★ 

８
月
１
日
は
、

　

年
に
一
度
の
保
険
証
の
更
新
日
で
す

　

保
険
証
の
更
新
に
伴
い
、
現
在
長
寿
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員
の
保
険
証
が
新
し

く
な
り
ま
す
。

★
８
月
１
日
か
ら
は
、

今
ま
で
の
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん

　

平
成
21
年
８
月
１
日
以
降
は
、
今
ま
で
の
保

険
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
有
効
期
限
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
）

★ 

平
成
20
年
度
に

　

保
険
料
の
軽
減
措
置
を
受
け
た
人
へ

　

平
成
20
年
度
に
保
険
料
の
軽
減
措
置
（
均
等

割
額
8.5
割
、
所
得
割
額
５
割
）
を
受
け
、
平
成

20
年
10
月
以
降
の
年
金
か
ら
支
払
い
を
中
断
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
の
保
険

料
の
納
付
が
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★ 

全
国
各
地
で
保
険
証
を
だ
ま
し
取
る
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す

　

町
や
広
域
連
合
の
職
員
を
名
乗
る
人
物
が
、

「
保
険
証
の
更
新
時
期
に
な
っ
た
の
で
、
古
い

保
険
証
を
回
収
し
に
来
た
。
新
し
い
保
険
証
は

後
日
郵
送
す
る
」
な
ど
と
説
明
し
、
保
険
証
の

引
き
渡
し
を
求
め
る
と
い
っ
た
手
口
で
、
保
険

証
の
詐
取
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
審
な
訪
問
者
が
あ
っ
た
場
合
、

絶
対
に
保
険
証
を
渡
さ
ず
に
、
警
察
・
役
場
ま

た
は
広
域
連
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
職
員
が
保
険
証
の
回
収
に
訪
問
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
）

問 ●
住
民
税
務
課 

医
療
年
金
係 

５
８
‐
３
７
０
２

 

５
８
‐
３
７
０
７

●
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

０
７
７
‐
５
２
２
‐
３
０
１
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▲新しい保険証のイメージです

平
成
21
年
度
の
保
険
料
額
を

７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

８
月
１
日
か
ら
有
効
の

新
し
い
保
険
証
を
７
月
に
送
り
ま
す

保
険
証
を
だ
ま
し
取
る
事
件
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

長
寿
医
療
制
度

長寿医療制度は、
みんなで支え合う制度です。
保険料は大切な財源ですので、

必ず納めてください
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肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

本
人
の
死
因
は
、
１
位
が
「
が
ん
」、

２
位
が「
心
臓
病
」、３
位
が「
脳
卒
中
」、

４
位
が「
肺
炎
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、「
肺

炎
」
は
年
齢
と
と
も
に
重
症
化
し
や
す
く
、
死

亡
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
の
中
で
最
も

多
い
原
因
と
な
る
「
肺
炎
球
菌
」
を
防
ぐ
ワ
ク

チ
ン
で
す
。
免
疫
効
果
は
、
接
種
後
５
年
以
上

続
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

竜
王
町
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
高
齢

者
の
肺
炎
に
対
す
る
不
安
が
軽
減
さ
れ
、
よ
り

良
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
と
願
い
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し

ま
す
。

●
助
成
対
象

　

次
の
４
点
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

＊ 
竜
王
町
に
お
住
ま
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
お
持
ち
の
人
（
75
歳
以
上
の
人
、

ま
た
は
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

人
）

＊ 

今
ま
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

こ
と
が
な
い
人

＊ 

接
種
後
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
訪
問

調
査
、
医
療
費
追
跡
調
査
に
同
意
・
ご
協
力

い
た
だ
け
る
人
（
調
査
は
滋
賀
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
し
ま
す
）

＊ 

接
種
後
、
統
計
的
な
数
値
な
ど
が
公
表
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
人
（
個
人
は
特
定
さ
れ
ま
せ
ん
）

●
助
成
期
間

　

平
成
21
年
７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

※ 

先
着
90
　

人
に
な
り
次
第
、
助
成
を
終
了
し
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額

　

５
０
０
０
円

※ 

た
と
え
ば
、
接
種
費
用
が
８
４
０
０
円
だ
っ

た
場
合
、
３
４
０
０
円
は
自
己
負
担
と
な
り
、

５
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。（
県
内
で
は
、

一
般
的
に
８
０
０
０
円
〜
１
万
円
の
接
種
費

用
が
か
か
り
ま
す
）

●
助
成
申
請

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
税
務
課 
医
療
年
金
係

 

５
８
‐
３
７
０
２

 
５
８
‐
３
７
０
７

　この事業は、滋賀県後期高齢者医
療広域連合の高齢者健康づくり基盤
整備モデル事業として、平成21・
22年度の２年間行われる予定です。

　住基カードには、「顔写真付き」・

「顔写真なし」の２種類があります。

特に、顔写真付き住基カードは、公的

な身分証明書として利用できます。

　

特
に
糖
尿
病
・
狭
心

症
・
透
析
な
ど
で
治
療

し
て
い
る
人
に
、
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す

〈申請に必要な物〉
＊顔写真なしの場合⇒印鑑
＊顔写真付きの場合⇒印鑑、写真（縦４㎝×横3.5㎝）
　住基カードは、即日には交付できません。（申請から交付まで
10日前後かかります）
　交付については後日通知しますので、通知書・印鑑・手数料
500円・運転免許証など（お持ちの場合のみ）を持参の上、住
民税務課へお越しください。

問  住民税務課 住民係  58-3702

住基カードが必要な場合は…

住民基本台帳カード
（住基カード）

本人確認書類に使え
る！

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
へ

日
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医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
！

　

が
ん
検
診
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
が
ん
か
ら
身
を
守
る
と
い
う
大
き
な
プ
ラ
ス

効
果
が
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
の
手
段
と
し
て
、
が
ん
検
診
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
竜
王
町
で
は
、
偶
数
の
年
齢
に
達
す
る
年
に
公
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

❶ 

事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず
は

健
康
推
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
書

類
の
記
入
、
自
己
負
担
金
の
支
払
い
な
ど
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷ 

医
療
機
関
に
予
約
し
て
、「
竜
王
町
の
が
ん

検
診
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

❸ 
検
診
結
果
は
、
健
康
推
進
課
か
ら
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※ 

月
経
中
・
月
経
前
後
を
避
け
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※１　 子宮がん・乳がん検診は、昨年度から自身の受診年を管理しやすい
ように、対象者を「年度末年齢が偶数である人」に指定しています。
年度末年齢とは、本年度の場合、平成22年3月31日時点の年齢をい
います。

※２　 70歳以上の人および竜王町国民健康保険被保険者の人は、検診料
が無料です。

子宮がん検診 乳がん検診

20歳以上の女性

偶数年齢になる人※１

40歳以上の女性

内診・細胞診

1700 円※２

視触診・
マンモグラフィ検査

2000 円※２

対　象
年　齢

検　査
方　法

費　用

検　診
間　隔

町の検診は２年に１回受けられます。
本年度、集団・医療機関で検診を受けた人は、
来年度（平成22年度）に実施する町の検診の
対象にはなりません。

日野記念病院

杉原医院

太田産婦人科医院

太田産婦人科

鶴﨑産婦人科医院

市立総合医療センター

うえだウイメンズクリニック

　 53-1201

　 46-3038

　 38-0341

　 33-3930

　 36-7501

　 33-3151

　 32-3517

医療機関名 電話番号
日野町

安土町

近
江
八
幡
市

医療機関名 電話番号
奥田医院

笠原レディースクリニック

鈴木医院

寺井産婦人科

山崎クリニック

市立蒲生病院

　 22-0219

　 22-2101

　 22-1278

　 42-0036

　 42-1135

　 55-1175

東
近
江
市

医療機関名 電話番号 備　考
近江八幡市立
総合医療センター

東近江市立
　蒲生病院

野洲病院

日野記念病院

　 31-1206

　 52-4725

　 55-1175 

　 077-587-4443

＊必ず予約が必要です。

＊予約は、特に必要ありません。
＊検診日（乳腺外来）は、木曜日13：00～
　14：00（受付12：30～）です。

＊受診日は月～金曜日の間で病院と
　相談して決めてください。

＊FAXによる予約も可能です。
　　 077-587-4446

問  健康推進課 保健予防係（保健センター内）　  58-1006　  58-1007

女性のあなたの健康を守るために… 子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　子宮がん検診（そのほか受診可能な医療機関は、甲賀・栗東・野洲・守山・草津・大津・彦根エリアの契約機関です）

　乳がん検診

　子宮がん・乳がん検診は、国の研究におい
て、２年に１回の受診でも、毎年の受診と同
様の効果があると確認されています。

　ただし、自覚症状のある人や、医師から毎年の経
過観察を勧められている人は、次の検診を待たずに
医療機関で受診してください

受診費用の領収書は
保存しておきましょう

　子宮がん・乳がん検診を今まで
受けていない人に積極的な受診機
会を提供するため、国の指定条件
に該当する人に助成を行う場合が
あります。４月以降に公費助成で
受けた検診（集団・医療機関）の領
収書は、きちんと保存しておいて
ください。

医
療
機
関
で
の
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

受
け
方

自己負担分
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問  健康推進課 保健予防係（保健センター）
　58-1006　  58-1007

全血・成分献血に全血・成分献血に
ご協力ください！ご協力ください！
　血液は、「酸素を運ぶ」・「病原体とたたかう」・「出血を
止める」といった生命の維持に欠かせない役割を担って
いますが、科学が進歩した今でも、人工的につくること
ができません。
　病気やけがで血液を必要としている患者さんに血液を
届けるためには、皆さんの献血が必要なのです。

７月は「愛の血液助け合い運動」月間です

　献血は、最も身近なボランティア。わずかな時間で救
える命があります。健康な血液が、貴い生命を支えます。
献血から生まれる愛の贈り物をしてみませんか。

成分献血
血液中の血小板や血

けっしょう
漿だけを

献血する方法です

全血献血
血液のすべての成分を
献血する方法です

と　き ７月７日（火）

内　容
●全血献血　10：00～11：30、12：30～15：30
●成分献血　10：00～11：00、13：00～15：00

備　考

持ち物
●献血カード（手帳）

●身分を証明できる物（免許証や保険証など）

場　所 保健センター

●成分献血は予約制です。予約は、実施日の
１週間前までに保健センターへお願いします。

●全血献血の申し込みは不要です。当日、都合の
良い時間に来てください。

　

現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
対
象
の
人
に
お
持

ち
い
た
だ
い
て
い
る

＊
福
祉
医
療
費
受
給
券

＊
重
度
心
身
障
害
老
人
等
福
祉
助
成
券

＊
精
神
科
通
院
医
療
費
受
給
券

＊
精
神
科
通
院
医
療
費
助
成
券

の
有
効
期
限
が
、
７
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。（
乳
幼
児
区
分
対
象
の
人
は
除
く
）

　

現
在
、
更
新
に
係
る
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象

　

心
身
障
が
い
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
ひ
と
り

暮
ら
し
寡
婦
、
寡
婦
家
庭
、
65
歳
〜
69
歳
老
人

※ 

対
象
者
に
は
、
７
月
初
旬
に
郵
送
で
通
知
を

送
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成
21
年
７
月
末
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
お

よ
び
祝
日
を
除
く
）、
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
受
付
場
所

　

役
場 
住
民
税
務
課
（
庁
舎
１
階
）

※ 

例
年
ど
お
り
、指
定
会
場
（
町
内
12
個
所
）
で

も
更
新
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
持
参
す
る
物

＊
役
場
か
ら
の
通
知
書

＊
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

＊
印
鑑

＊
現
在
お
持
ち
の
受
給
券
・
助
成
券

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
人
に
つ
い
て
は
、
前
住
所
地
で
の
課

税
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す

■
注
意
事
項

　

65
歳
〜
69
歳
老
人
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限

に
よ
り
受
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
税
務
課 

医
療
年
金
係

 

５
８
‐
３
７
０
２

 

５
８
‐
３
７
０
７

福
祉
医
療
費
受
給
券
な
ど
の

福
祉
医
療
費
受
給
券
な
ど
の

更
新
を
行
い
ま
す
！

更
新
を
行
い
ま
す
！

▲白色

▼ピンク色 ▼ピンク色

▲青色

献血キャラクター
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いき いき

タ
ク
シ
ー
利
用
運
賃
・

　

 

燃
料
費
を
助
成
し
ま
す

自
動
車

な
ど
の

　竜王町では、住民の皆さんが求めておられる「保健福祉の情報」をタイム
リーにお届けするため、本年度も竜王町社会福祉協議会との共催で「いきい
き保健福祉連続講座」を開催します。

●
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

● 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

● 

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
保
護
を
受
け
て

い
る
人

● 

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
よ
り
医
療
給
付

を
受
け
て
い
る
人

● 

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
よ
り

医
療
給
付
を
受
け
て
い
る
人

★
助
成
券
の
交
付
枚
数  

　

１
カ
月
当
た
り
額
面
４
０
０
円
の
助
成
券
を

２
枚
交
付
し
ま
す
。

●近江タクシー八幡【近江八幡・八日市】
●近江タクシー守山【守山・野洲】
●滋賀京阪タクシー【近江八幡・八日市】
●滋賀タクシー【近江八幡】
●長命寺タクシー【近江八幡】
●守山タクシー【篠原・守山】
●八日市タクシー【八日市】
●外出支援ボランティア スマイル

●北里製油㈱竜王給油所（西横関）
●竹太商会竜王石油（西出）
●橋井石油㈱（岡屋）
●フジノ石油㈱（西横関）
●㈱丸安商事（綾戸）
●カートレ竜王インターSS（七里）

対
象
の
給
油
所

対
象
の
タ
ク
シ
ー
営
業
所

保健福祉連続講座　どなたでもご参加いた
だけます。託児室を設けま
すので、必要な人は開催日
の３日前までに各担当へ
お申し込みください。

申し込
み不要申し込
み不要

7月23日（木）
　19：30～21：30

11月27日（金）
　19：30～21：30

11月10日（火）
　19：30～21：30

10月9日（金）
　19：30～21：30

9月8日（火）
　19：30～21：30

8月4日（火）
　19：30～21：30

地域産業研修センター
（町総合運動公園内）

地域産業研修センター
（町総合運動公園内）

町公民館

町公民館

町公民館

町公民館

「小地域福祉活動～地域で支える地域の暮らし～」
日野町民生委員児童委員　増田 亘さん

「聴覚障がい・者の理解」
第１回世界ろう者陸上競技選手権大会
ハンマー投げ金メダリスト　森本真敏さん

「発達障害の理解と支援
　～はじめの一歩（自閉症・アスペルガーを中心に）～」

講師未定

「地域で自分らしい暮らしを実現するために
　～明るく活力のある長寿社会を目指して～」

特定非営利活動法人木もれび理事長　森村敬子さん

「認知症シンポジウム」
講師未定

「（仮）子育て講演会」
県子ども・子育て応援センター（こころんだいやる）
所長　漢　正史さん

と　き 場　所 内　容 担　当

社会福祉協議会
　　 58-1475 

福祉課 社会福祉係
　　 58-3705 

健康推進課 発達支援室
　　 58-1006 

福祉課 高齢者福祉係
　　 58-3705 

福祉課 福祉保健相談係
　　 58-3704 

健康推進課 子育て支援係
　　 58-1006 

　

町
で
は
、障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、日

常
生
活
に
お
け
る
交
通
手
段
を
確
保
し
、社
会
参

加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
竜
王
町
社
会

参
加
促
進
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
が
、
竜
王
町
内
の

給
油
所
や
近
隣
の
タ
ク
シ
ー
営
業
所
を
利
用
し

た
場
合
に
、
料
金
の
一
部
を
助
成
券
（
タ
ク
シ

ー
利
用
運
賃
助
成
と
自
動
車
な
ど
の
燃
料
費
助

成
の
共
通
券
）
に
よ
っ
て
助
成
し
ま
す
。

★
助
成
対
象
者  

● 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

★
申
請
方
法  

　

助
成
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
福
祉
課
へ
申
請
し
て
助
成

券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申

請
は
７
月
１
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
助
成
券
の
有
効
期
限
は

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問 

福
祉
課 

社
会
福
祉
係

 

５
８
‐
３
７
０
５

 

５
８
‐
８
０
１
９

障がいのある人
などを対象に
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町
で
は
、
震
災
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
昭
和
56
年
以
前
の
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
町
内
に
あ
る
木
造
住
宅
に
対
し
て
「
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度
」
を

実
施
し
、
所
有
者
が
行
う
耐
震
診
断
費
用
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
改
修
費
用
の
一
部
に
つ
い
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
は
地
震
の
危
険
度
が
高
い
地
域
で
す
。
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
度
、

お
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

所
有
者
が
竜
王
町
民
で
、
竜
王
町
に
あ
る
住
宅
の
う
ち
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

❶
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
完
成
し
て
い

る
も
の

❷
延
べ
床
面
積
の
過
半
の
部
分
が
住
宅
用
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の

❸
２
階
以
下
で
、
か
つ
延
べ
床
面
積
が
３
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
の
も
の

❹
木
造
軸
組
み
工
法
の
も
の
で
、
枠
組
み
壁
工
法
・
丸
太

組
み
工
法
の
住
宅
で
は
な
い
も
の

❺
国
土
交
通
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を
得
た
工
法
に
よ

る
住
宅
で
は
な
い
も
の

　

本
年
度
の
募
集
戸
数
は
10
戸
で
す
。

　

診
断
費
用
は
無
料
で
す
。

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
建
築
時
期
の

分
か
る
書
類
（
建
築
確
認
済
み
証
、
登
記
済
み
証
、
固
定

資
産
税
課
税
証
明
書
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
）
の
写
し

を
添
付
し
、
建
設
水
道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
で
「
倒
壊
ま
た
は
大
破

壊
の
危
険
が
あ
る
（
評
点
0.7
未
満
）」
の
判
定
が
出
さ
れ

た
場
合
、
総
合
評
点
を
1.0
以
上
に
す
る
耐
震
改
修
工
事
に

対
し
、
次
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〈
補
助
金
の
金
額
〉

●
工
事
費
が
１
０
０
万
円
超
２
０
０
万
円
以
下 

↓
20
万
円
の
補
助

●
工
事
費
が
２
０
０
万
円
超
３
０
０
万
円
以
下 

↓
30
万
円
の
補
助

●
工
事
費
が
３
０
０
万
円
超 

↓
50
万
円
の
補
助

問 

建
設
水
道
課 

都
市
計
画
係
（
庁
舎
１
階
）

 

５
８
‐
３
７
０
８

 

５
８
‐
２
６
４
６

と
き
■
８
月
20
日
㈭ 

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
■
町
立
図
書
館 

視
聴
覚
室

講
師
■
東
近
江
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー杉

浦 

隆
支
先
生

嶋
田 

直
人
先
生

主
催
■
竜
王
町
教
育
委
員
会
、
竜
王
町
立
図
書
館

対
象
■
町
内
在
住
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

定
員
■
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費
■
５
０
０
円

持
ち
物
■
軍
手
・
タ
オ
ル
・
お
茶
・
筆
記
用
具

申
し
込
み
■
７
月
10
日
㈮
〜
８
月
９
日
㈰
の
10
時
〜
18
時

に
、
町
立
図
書
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
図

書
館
窓
口
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
）

※
月
・
火
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

問 ●
教
育
委
員
会
事
務
局 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

 

５
８
‐
３
７
１
１

●
町
立
図
書
館 

図
書
館
係 

 

５
７
‐
８
０
８
０

昔の人たちの
技術力を知ろう

　竜王町内の古
こ
墳
ふん
から見つかったガラス玉を、

当時の人たちがどのような方法で作っていた
のかを考えながら作ってみよう。

対
象
と
な
る
住
宅

募
集
戸
数

申
し
込
み

耐
震
改
修
工
事
を
支
援
し
て
い
ま
す

診
断
費
用

埋蔵文化財普及啓発事業・歴史を知ろう事業
こ ど も 歴 史 体 験 学 習

木造住宅の木造住宅の  無料  簡易耐震診断簡易耐震診断



商業施設（予定）商業施設（予定）

役場役場

保健
センター
保健
センター防災

センター
防災
センター

公民館公民館 図書館図書館

タウンセンターとは？
　役場、図書館、公民館などの周辺施設と
新たに立地予定の商業施設を含めた一体
的なエリアを「タウンセンター」（まちの中心
地）と呼んでいます。町民活動および交流
の拠点となるよう整備を進めています。

これまでの検討成果を、
中間報告として町長へ提言を頂きました。

次世代へのギフト

33

「
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
形
成
へ
の
取
り
組
み
は

　竜
王
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
！
」

　中間報告書は、各委員
の熱い思いをまとめたもの
です。出来上がった後は、
運営協議会を設置するな
どして、サービスを提供す
る側だけでなく、利用する
町民の参画も含めたＰD
ＣＡサイクル（管理サイク
ル）を導入し、このエリアが
ますます発展する取り組
みを共に進めていきたい。

西 善一会長

　中間報告書の中には、
夢や希望のようなものか
ら、すぐにでも実践できる
ものまで、さまざまな内容
が盛り込まれている。
　自分たちですぐに実践
できることは積極的に取
り組むので、町としてその
支援をお願いしたい。

安井 宏子副会長

　計画を少しずつでも具体
的に実現することで、町民
皆さんのまちづくり意識も高
まる。タウンセンターに関す
る取り組みをより多くの町民
に情報発信し、意見を吸い
上げながら、出来ることから
実践することが大切である。
　この取り組みは、まちづ
くりにとってチャンス到来
である。

織田 直文教授

　行政として、中間報告
書の内容をしっかりチェ
ックし、その結果を改めて
町民が参加した議論の中
で磨き、それぞれの取り組
みを実現・発展させること
が重要である。
　今後、町民の積極的な参
加が重要であり、町民と行
政の間の「協働」が形にな
って表れることを期待します。

谷口 浩志教授

竜王町タウンセンター 
交竜デザイン会議交竜デザイン会議
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６
月
８
日
、「
竜
王
町
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
交

竜
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
の
西
会
長
、
安
井
副
会
長
、

ま
た
、
同
会
議
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動

を
指
導
さ
れ
た
京
都
橘
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学

部 

織
田
教
授
、
び
わ
こ
学
院
大
学
短
期
大
学

部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科 

谷
口
教
授
の
４
人

が
来
庁
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
成
果
を
取
り

ま
と
め
た
中
間
報
告
書
の
手
交
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
の
中
で
は
、
西
会
長
か
ら
町
長
へ
と
中
間

報
告
書
が
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
中

間
報
告
書
の
主
旨
説
明
の
後
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
を
形
成
し
て
い
く
上
で
の
町
民
の
意
見
反
映

や
参
画
方
法
、
ま
た
、
町
民
と
行
政
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
間
報
告
を
受
け
て
、
町
長
は
、「
町
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
極
め
て
重

要
な
提
言
。
内
容
の
実
践
に
向
け
て
、
庁
内
で

の
検
討
を
積
極
的
に
進
め
た
い
」
と
話
し
、
そ

の
思
い
を
強
く
受
け
止
め
ま
し
た
。

※ 

こ
れ
ま
で
の
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
３
・
５
・

６
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲中間報告書　～ タウンセンターの形成に向けた提言 ～

▲中間報告書手交式

竜
王
町
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
交
竜
デ
ザ
イ
ン
会
議

「
中
間
報
告
書
」
の
手
交
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
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ま
ち
を
町
民
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
り
上
げ

て
い
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
募
集
の
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
左
記
へ

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
推
進
課 

政
策
推
進
係

 

５
８
‐
３
７
０
１

　

 info@
tow
n.ryuoh.shiga.jp

 http://w
w
w
.tow
n.ryuoh.shiga.jp

　

中
間
報
告
の
内
容
に
対
し
て
、
取
り
組
み
の

実
現
性
や
進
め
方
を
行
政
の
立
場
か
ら
検
討
し
、

そ
の
結
果
を
本
会
議
に
改
め
て
提
示
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、実
践
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、専

門
部
会
の
設
置
や
先
進
地
へ
の
研
修
な
ど
、具

体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
周
知
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
情
報
発
信
の
方
法
を
本
会
議
と
町

が
共
に
考
え
実
践
し
ま
す
。

課
題
❶

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
一
体
化

● 

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
間
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
動
と
安
全
を
確
保

● 

施
設
配
置
の
見
直
し
な
ど
、
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
利
用
者
の
回
遊
性
を
創
出

● 

商
業
施
設
と
図
書
館
な
ど
施
設
間
の
連
携

で
、
利
便
性
や
付
加
価
値
を
向
上

● 

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
の
一
体
的
な
活
用

に
向
け
た
運
営
協
議
会
の
設
置

課
題
❺

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

● 

町
民
・
行
政
・
民
間
（
企
業･

商
店
な
ど
）
の

協
働
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
の
実
施

● 

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
全
体
や
町
公
民
館
の
運
営

協
議
会
に
、
利
用
者
で
あ
る
町
民
も
参
画

※ 

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
中
間
報
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

課
題
❷

ふ
れ
あ
い
や
交
流
の
場
お
よ
び
機
会
の
充
実

● 

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
自
然
に
発
生
す
る
よ
う
な

場
の
確
保

● 

子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
交
流
塾
、
朝
市
・
夕

市
な
ど
集
客
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

● 

周
囲
の
自
然
を
活
か
し
た
せ
せ
ら
ぎ
空
間
、

広
場
な
ど
を
確
保

課
題
❸

町
公
民
館
の
機
能
強
化

● 
中
庭
の
有
効
活
用
、
冷
暖
房
設
備
の
修
繕･

更
新
と
い
っ
た
既
存
施
設
の
強
化

● 

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
新
た

な
施
設
の
導
入（
青
年
団
室
は
別
棟
で
確
保
）

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
運
営
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た

町
民
参
加
に
よ
る
柔
軟
な
運
営
・
管
理

● 

教
室
・
講
座
の
充
実
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
に
よ
る
公
民
館
利
用
者
の
拡
大
な
ど

課
題
❹

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
外
と
の
連
携

● 

や
ま
び
こ
作
業
所
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
交

流
の
創
出
お
よ
び
情
報
発
信

● 

周
辺
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
に

よ
り
、
す
べ
て
の
町
民
が
訪
れ
や
す
い
交
通

環
境
の
形
成

● 

町
内
企
業
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
維
持
・
管
理

の
仕
組
み
づ
く
り

「（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
88

委
員
会
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

中
間
報
告
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

会
議
の
流
れ

情
報
発
信

目
指
す
べ
き
目
標
の
実
現
に
向
け
た

課
題
と
取
り
組
み
の
方
向
性

中
間
報
告
書
の
概
要

❶ 気軽に立ち寄れ、“ふれあい”や交流の場や機会があり、さまざ
まな情報が集約・発信され、それぞれの機能が複合した複合交
流施設

❷ ソフト面の取り組みは、関連するさまざまな主体（町民・民間・
行政など）が協働することにより実現し、まずは、町民主体で
実践できる取り組みを見出して具体化する。

町 公 民 館 の 将 来 像

タウンセンターの
目指すべき目標

■ 人々が出会い、新たな交流が生まれ、
憩える場

■情報の集約・発信の拠点

■ 子どもたちが集え、
安心して遊び、学べる場
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広報りゅうおうが滋賀県知事賞
滋賀県広報コンクール（広報紙の部）で特選

　6月4日、平成20年度滋賀県広報コンクール表彰式が県
庁で開催され、「広報りゅうおう」が広報紙の部で特選（滋
賀県知事賞）を受賞しました。
　竜王町では、広報りゅうおうを町民の皆さんに役立つ
「まちの総合情報誌」と位置付け、毎月１日付の新聞折り
込みで各家庭にお届けしています。
　今後も町民と行政のパイプ役として、親しみやすく分
かりやすい広報紙づくりに励みますので、町民皆さんか
らの感想や情報提供をお待ちしています。

▲広報りゅうおう10月号で滋賀県知事賞を受賞しました

▼春の叙勲で瑞宝双光章を受章された犬井さん

犬
いぬ

井
い

久
ひ さ

夫
お

さんに瑞
ず い

宝
ほ う

双
そ う

光
こ う

章
しょう

教育一筋48年…平成21年春の叙勲で受章

　48年間にわたり“教育”とともに歩んでこられた犬井久夫
さん（東出）が、平成21年春の叙勲で「瑞宝双光章」を受章
されました。
　犬井さんは、昭和31年に野洲中学校教諭とし
て教壇に立って以来38年間、主に中学校教育に
尽力。八幡中学校長を5年務められた後、教職
を退いた犬井さんは、近江八幡・安土・竜王少
年センター所長を2年務め、平成9年からは竜王
町教育委員会教育長に就任。約7年間の在任中、
町立図書館の建設、竜王米による学校給食、不
審者防犯対策など、教育行政で数多くの功績を
残されました。
　「これまで『教育は人なり』ということを信念
として持ち続けてきた。人は“心”で育つもの。
世の中が進展し、メディアによって知識は伝わ
っても、“心”までは伝わらない。“心”をつくる
のは人と人とのつながりであり、教育の出発は
互いの信頼関係から」と、教育についての思い
を振り返る犬井さん。現在、地域の老人会長を
務めていることから、「互いに信頼し合いなが
ら、心が癒されるような地域をみんなでつくっていきたい」
と、今後の活動に向けた抱負を語られました。今後もます

ます元気で活躍されることを期待しています。このたびの
受章おめでとうございました！
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田んぼは「魚のゆりかご」
西小５年生が田んぼにニゴロブナを放流

　6月4日、竜王西小学校5年生36人が、鵜川地先の田ん
ぼにニゴロブナの親魚を放流しました。この放流は、日
野川流域みずすまし推進協議会の協力の下で実施された
もの。この体験を通じて、児童たちは「田んぼに住む生
き物」や「田んぼと魚の関係」など、水田から生き物の
生態を学び、農村環境の保全について考えていきます。
　今回、天敵の少ない田んぼは「魚のゆりかご」である
ことを教えられ、児童たちはバケツの中のニゴロブナの
親魚を田んぼへ丁寧に放流しました。児童たちは田んぼ
の中をのぞき込みながら、「元気に生まれるといいね」と
エールを送り、温かいまなざしでニゴロブナを見つめて
いました。

▲田んぼにニゴロブナを放流し、自然の生態を学ぶ児童たち

▲春の叙勲で旭日双光章を受章された山口さん

山山
やまや ま

口口
ぐ ちぐ ち

喜喜
きき

代代
よよ

治治
じじ

さんにさんに旭旭
きょくきょく

日日
じ つじ つ

双双
そ うそ う

光光
こ うこ う

章章
しょうしょう

町政発展に尽力…平成21年春の叙勲で受章

　前・竜王町長として町の発展に尽力された山口
喜代治さん（西出）が、平成21年春の叙勲で「旭日
双光章」を受章されました。
　山口さんは、昭和58年から4期15年にわたり竜
王町議会議員として、平成7年からは議長として、
町民の目線に立ちながらまちづくりにかかわって
こられました。そして、平成16年には第7代竜王
町長に当選。1期4年にわたり、町政のかじ取りを
担ってこられました。
　「議会議員として長年務め、皆さんと一緒に努力
した経験も大きな力となった」と話す山口さんは、
「長年の懸案だった竜王インターチェンジ周辺の
開発が動き出した。さらに、タウンセンター（町の
中心地）の整備も始まり、これらの新しい開発によ
って、町に明るい兆しが見えてきたことが何より
の喜び。任期中に始動した一つ一つのことが、今
後の竜王町につながっていくと感じている」と、
当時を思い起こされました。
　今は野菜作りに励んでいるという山口さんは、
「元々百姓だから、農作物を作ることがおもしろい」と農の
魅力を語るとともに、「これからは、難題が山積している町

政を自分なりに精いっぱい支援したい」と話されました。
名誉ある受章おめでとうございました！
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古
こ

株
かぶ

曻
しょう

治
じ

さんに滋賀県優秀農家表彰
生産性の高い農業経営で県知事賞などを受賞

　6月4日、第47回滋賀県優秀農家表彰式が県庁で開かれ、
古株牧場代表の古株曻治さん（小口）に「滋賀県知事賞」・
「滋賀県畜産振興協会長賞」が贈られました。
　元々酪農中心だった古株牧場は、平成9年、妻の明

あき

子
こ

さ
んの発案で牧場の一角に直売店舗をオープン。しぼりた
て牛乳を加工したソフトクリームなどが評判になりまし
た。平成16年には認定農業者（法人）となり、エコファー
マー（環境と調和した農業を実践する人）の認定も受けて
います。現在は、搾乳牛40頭、肉牛180頭、水稲23ヘク
タール、生乳加工販売などを多角経営。その強みを評価
された古株さんからは、「今回の受賞は今まで支えてくれ
た家族と地域の皆さんの力があったからこそ」と喜びの
声。受賞おめでとうございました！

▼多角経営の強みを発揮し、県優秀農家表彰を受けた古株さん

シルバー人材センターに安全就業優良賞
会員の仕事中のけがを防ぎ、安全就業に努める

　6月11日、平成21年度安全就業優秀・優良シルバー人材セ
ンター表彰式が東京都で行われ、竜王町シルバー人材センタ
ーに「優良賞」が贈られました。
　全国の優良賞13団体のうちの1団体に選ばれた竜王町シ
ルバー人材センターは、平成7年に設立して以来、高齢者の
豊富な経験を生かして地域に貢献するべく、臨時的・短期的
な仕事を請け負ってこられました。同センター理事長の中

なか

松
まつ

増
ます

三
ぞう

さんは、「剪
せん

定
てい

や除草作業などで起きやすい仕事中のけ
がや事故を防ぐため、年に数回、安全・適正就業講習会を行
ってきた。会員皆さんの安全信念の努力が実り、大きな事故
が無かったのだと思う」と、話されました。
　このたびの受賞おめでとうございました！

▼安全就業優良賞を受けた町シルバー人材センター理事長の中松さん

すっきりタイムでお庭がすっきり！
園児たちが竜王町赤十字奉仕団と除草活動

　竜王西幼稚園では、月に一度、園児たちと園内の清掃を行う「す
っきりタイム」を実施しています。6月9日には、ボランティアと
して参加された竜王町赤十字奉仕団の皆さんと園児たちが一緒に
なって、園庭の除草活動が行われました。
　1時間ほどの作業の中では、根が深い雑草を懸命に抜く子や、
除草した雑草を自ら集めて回る子の姿が見られました。また、奉
仕団の皆さんとおしゃべりを楽しみ、ふれあいのひとときも持つ
ことができたようです。作業後には、奉仕団の皆さんに「ありが
とうございました」と、大きな声でお礼する園児たち。毎日遊ん
でいる園庭を、自分たちの手できれいにした満足感で、にこにこ
と笑顔を見せてくれました。▲園庭を除草する園児の顔は、真剣そのもの
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消防団員たちが訓練成果を披露
竜王町消防ポンプ操法大会が開催されました

　6月14日、「平成21年度竜王町消防ポンプ操法大会」が
役場南側駐車場で開催され、竜王町消防団員の皆さんが
日ごろの訓練成果を競い合いました。
　大会に向けて消防操作技術を磨き、非常事態に機敏に
対処できる能力を養うため、早朝・夜間に訓練に励んで
こられた団員の皆さん。その素早くきびきびした動きに、
見学に集まった家族や地域の皆さんからは、歓声があが
っていました。私たちの暮らしを守る消防団員の皆さん、
今後もよろしくお願いします！

≪チーム成績≫（敬称略）

＊ポンプ車の部１位 
　第1分団第3班（山中・岡屋）

　　池
いけ

田
だ

 健
たけし

、山
やま

中
なか

基
もと

通
みち

、三
み

崎
さき

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

、島
しま

村
むら

和
かず

宏
ひろ

　　吉
よし

田
だ

昭
しょ

治
うじ

、福
ふく

島
しま

正
まさき

樹

＊小型ポンプの部1位 
　第3分団第4班Aチーム（山面・美松台）

　　齋
さい

藤
とう

浩
こう

一
いち

、小
こばたけしゅうへい

畠修平、森
もり

嶋
しま

寛
ひろ

史
し

、中
なか

島
じま

一
かず

彰
あき

　　井
いの

上
うえ

佳
よし

隆
たか

▲第3分団第4班Aチーム（山面・美松台）

▲第1分団第3班チーム（山中・岡屋）

ラオスの花、チャンパ

▲

日
本
の
無
償
資
金
協
力
で

　

新
し
い
病
院
が
完
成
し
ま
し
た

▲カウンターパートの皆さん。
　左から、副看護師長、看護師長、副看護師長

　

昨
年
９
月
か
ら
、
青
年
海
外
協
力
隊

と
し
て
、
ラ
オ
ス
北
部
ウ
ド
ム
サ
イ
県

フ
ン
郡
病
院
に
勤
め
る
看
護
師
、
松
田

さ
ん
の
お
便
り
で
す
！

　

私
が
ラ
オ
ス
に
来
て
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
あ
の
寒
か
っ
た

こ
ろ
か
ら
様
子
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
だ
い
ぶ
暑
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
最
近
は
、
時
折
カ
ミ
ナ
リ
が
鳴
っ
て
大
雨
が
降
り
ま
す
。

先
日
は
大
雨
に
混
じ
っ
て
雹

ひ
ょ
う

が
降
り
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
毎

年
降
る
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
乾
季
か
ら
雨
季
へ
と
移
っ
て

い
く
の
だ
な
ぁ
～
と
、
日
々
空
を

見
て
い
ま
す
。

　

花
も
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。
写

真
の
花
は
「
チ
ャ
ン
パ
」
と
い
う

ラ
オ
ス
の
花
で
す
。
日
本
の
桜
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
良
い

香
り
が
し
ま
す
。
10
月
ご
ろ
ま
で
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
で
咲

き
続
け
て
く
れ
ま
す
。

　

私
の
活
動
も
、
よ
う
や
く
方
向
性
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
き
ま
し
た
。

病
院
か
ら
の
希
望
、
や
る
べ
き
こ
と
、
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
。
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も
す
べ
て
に
手
が
回

り
ま
せ
ん
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
）
と
、
残
り
１
年
半
で
何
を
し
て
い
く
か
、
相
談

し
な
が
ら
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
い
よ
い
よ
始
動
で
す
！

追
記
●
前
回
ま
で
ラ
オ
ス
の
生
活
事
情
に
つ
い
て
書
き
ま
し

た
が
、
ラ
オ
ス
に
は
電
気
・
水
道
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

私
の
任
地
に
は
、
ま
だ
24
時
間
使
用
可
能
な
電
気
・
水
道
が

あ
り
ま
せ
ん
。

ラオスから
発信！④

タイ王国

ベトナム

ラオスラオスラオス

ビエンチャン

ウドムサイ郡

ウドムサイ県

松
まつ

田
だ

尚
なお

美
み

さん（西川）



宇宙への秘密の鍵
作＝ルーシー＆スティーヴン・ホーキング
訳＝さくまゆみこ　出版＝岩崎書店

　宇宙物理学者として有名なホーキン
グ博士の父娘による宇宙冒険物語。
　ある日、ジョージはペットの豚を追い
駆けて隣の家に入り、そこで科学者のエ
リックと出会います。エリックの持つ
“世界一パワフルなコンピューター”の
「コスモス」は、何と宇宙への出入り口
を作り出すことができるのです。

宇宙への旅
―今年は世界天文年―

宇宙への旅
―今年は世界天文年―

今月のテーマ

本のもり本のもり

図書館オススメの本

図書館の催し ➡ 24ページ

保険料申請免除が承認されると、老齢基礎年金
の受給資格期間や受給する年金額が変わります

●
平
成
21
年
度
分
か
ら
、
免
除
期
間

の
年
金
の
金
額
に
つ
い
て
２
分
の

１
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
法

律
案
が
現
在
国
会
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
法
案
が
成
立
さ
れ

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
免
除
ま
た
は
猶
予
に
関
す
る
詳
細

は
、
役
場 

住
民
税
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保険料申請免除

　本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定基準以
下の場合、申請して承認されると、保険料の全額ま
たは一部が免除されます。
承認期間■原則７月から翌年６月まで
※一部納付（４分の１納付、半額納付、４分の３納付）は、
納付期限までに保険料の納付がなければ未納と同じ取り
扱いになります。

若年者納付猶予

　30歳未満の人で、本人・配偶者の前年所得が一
定基準以下の場合、申請して承認されると保険料
が猶予されます。
承認期間■原則７月から翌年６月まで

学生納付特例

　学生の人で、本人の前年所得が一定基準以下の
場合、申請して承認されると保険料が猶予されます。
承認期間■原則４月から翌年３月まで

国民
年金
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

国民年金保険料の免除・猶予制度

※ただし、一部納付については納期限までに保険料が納付されていることが前提です。

老齢基礎年金を受給するために
必要な受給資格期間に…

保険料申請免除

一部納付（一部免除）※全額
免除

入る 入る 入る 入る

3分の1
が反映

2分の1
が反映

3分の2
が反映

6分の5
が反映

4分の1納付 半額納付 4分の3納付

老齢基礎年金を計算する際には…
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国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
■
役
場
の
住
民
税
務
課（
医
療
年

金
係
）
ま
た
は
草
津
社
会
保
険
事
務
所（
国
民

年
金
課
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
日
程
■

●
近
江
八
幡
市
役
所
内
会
議
室

　
 

 

７
月
22
日
㈬

相
談
時
間
■
10
時
〜
16
時

申
し
込
み
■
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
左

記
の
予
約
専
用
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
０
７
７
‐
５
６
７
‐
１
３
８
３

問　●住民税務課 医療年金係　  58-3750　●草津社会保険事務所　  077-567-2220

保
険
料
の
納
付
を
免
除
ま
た
は
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

一
日
社
会
保
険
相
談
所（
予
約
制
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い

みんなの暮らし
各課からのお便り

みんなの暮らし
各課からのお便り



来週、宇宙に行ってきます
－宇宙旅行はここまで身近になったー
著＝大貫美鈴　出版＝春日出版

　宇宙ビジネスコンサルタントの著者
による、宇宙旅行のガイドブックです。
旅行代理店の探し方から旅行の準備、
宇宙での衣食住など宇宙旅行と宇宙ビ
ジネスの現在が詳しく書かれています。
　写真が多く、見ているだけで宇宙旅
行気分になれる楽しい本です。

オンリーワン
－ずっと宇宙に行きたかったー
著＝野口聡一　出版＝新潮社

　著者の野口さんは、2005年にス
ペースシャトルに搭乗した宇宙飛行
士です。自らを「宇宙に行った普通
の人」という野口さんが、宇宙への
思いや宇宙に行くまでの訓練の様
子、また、たびたびの飛行延期での
つらい日々、そして、宇宙の旅で感じ
たことなど、いろいろな思いをつづ
っています。

竜王町人権
　擁護委員の
　　人権コラム

人
権

の
私

元
気
に
な
っ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

み
ん
な

　日差しを遮る「緑のカーテン」は、部屋の温度を少し
下げるといわれています。
　冷房の使用を抑えるとCO₂（二酸化炭素）の排出量も
削減でき、植物の光合成によりCO₂の吸収が増えます。
「緑のカーテン」は地球の温暖化防止にも一役買ってく
れるでしょう。
　この夏は、プランターと屋根まで届くポールを準備して、
ゴーヤのすだれを作ってみませんか。また、雨水を溜め
ておいて、「打ち水」なども風情があってよいと思います。
　小さなエコ、一人で出来るエコを実践しましょう。

 ゴーヤやヘチマの実は、食用として夏バテ予防
の食材です。緑色・黄緑色は目にやさしく、心を
癒す効果があります。

竜王町消費生活学習グループ

夏の日差しの対処法にいかがでしょう！！夏の日差しの対処法にいかがでしょう！！

ゴーヤ、ヘチマで緑のカーテンゴーヤ、ヘチマで緑のカーテン
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高
齢
に
な
る
と
、身
体
機
能
の
低
下
や
病
気

な
ど
で
、遠
慮
が
ち
に
生
活
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
脳
梗こ
う

塞そ
く

で
左
手
と

足
に
軽
い
後
遺
症
が
残
り
、
引
き
こ
も
り
が
ち

で
し
た
。
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
新
聞
で
布

草
履
（
布
で
作
る
草
履
、
室
内
で
の
履
物
）
の

こ
と
を
知
り
、「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
夜
に
な
る

と
家
族
で
わ
ら
じ
を
編
ん
だ
ん
だ
よ
」
と
、
懐

か
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
早
速
布
草
履
作
り
に
挑
戦
。「
左

手
に
力
が
入
ら
な
い
か
ら
、
う
ま
く
編
め
な
い

や
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
び
っ
く
り
す
る
く
ら

い
の
力
を
入
れ
て
編
ん
で
い
ま
す
。

　
「
楽
し
く
て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
っ
て
い
い

ね
」、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
ね
ぇ
。
ま
た

編
ん
で
ね
」、「
私
に
も
」
と
言
わ
れ
、
す
っ
か

り
自
信
を
持
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
笑
顔
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、「
縫
い
目
が
踊
っ
て
い
る
わ
」
と

笑
い
な
が
ら
古
タ
オ
ル
で
ぞ
う
き
ん
を
縫
っ
て

い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、自
分
に
で
き
る
こ

と
が
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
そ
う
。

や
り
が
い
は
、最
高
の
お
薬
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
は
、

日
本
人
の
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
培
っ
て
き
た
知
恵
や
技
術
を
社
会
に
役

立
て
た
り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
地
域
で
活
躍

し
た
り
す
る
姿
は
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
も
心

強
い
も
の
。
高
齢
者
が
み
ん
な
と
一
緒
に
生
き

生
き
活
動
で
き
る
地
域
っ
て
素
敵
で
す
ね
。

みんなの暮らし
各課からのお便り
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介護保険サービスの利用の仕方
　平成12年４月からスタートした介護保険制度が、今年で10年目を迎えました。
今月号は、介護保険サービス利用までの流れをご紹介します。介護が必要かなと
感じたり、これからの生活に不安を感じたりした場合は、まず竜王町地域包括支援
センター  58-3704 へご相談ください。介護が必要になっても、住み慣れた
自宅や地域で生き生きと暮らすため、介護保険サービスを上手に利用しましょう。

　サービスの利用を

希望する人は、福祉課

（福祉ステーション内）

に「要介護（要支援）認定」の申請

をしてください。

　町の認定調査員などが、ご自宅または入院先へ訪問して、全国共通の調査手順に基づき、ご本人の

心身の状態を調査し、調査票を作成します。この調査票と主治医意見書（介護を必要とする原因疾患

などについての意見書）を基に、「介護認定審査会」（保健・医療・福祉の専門家により構成）で審査・

判定します。

　介護保険の対象

者にはなりませんが、

生活機能が低下して

いる虚弱高齢者など、

将来的にその危険性

が高い人など

　竜王町地域包括

支援センターが、

「筋肉りゅうりゅう

教室」・「健
けんこう

口歯
は

つらつ教室」・「ほん

わかサロン」や訪問事業などを紹介

します。今の状態を維持できるように

しましょう。

　ケアマネジャーなどが、ご本人の状態や家族の希望を確

認して「介護（予防）サービス計画」を作成します。

　具体的な内容・利用日・時間帯・利用料などについて、

サービス事業者と十分話し合って契約してください。

　利用料は、原則“サービス利用料の１割”です。ただし、

食費・居住費（滞在費）などの実費が必要な場合がありま

す。利用料はサービス内容によって異なりますので、契約

時に納得いくまで説明を受けましょう。

　介護保険の対象

者ですが、要介護状

態が軽く、生活機能

が改善する可能性が

高い人など

　介護保険サービス

によって、生活機能

の維持・改善を図るこ

とが適切な人など

問  福祉課 高齢者福祉係
　 （福祉ステーション内）
　   58-3705　  58-8019

の

利用料の
支 払 い

ケアプラン
の 作 成

役場へ
申　請

要支援１
要支援２非該当 要介護

１～５

介 護 予 防
事業の紹介

介護保険
サービス
の 利 用

要 介 護
（要支援）
認　　定

みんなの暮らし
各課からのお便り

みんなの暮らし
各課からのお便り



作 り 方

（４人分）材 料

（学校給食７月16日実施予定）（学校給食７月16日実施予定）

給食センター

一人当た
り

176
キロカロ

リー

洋風肉じゃが洋風肉じゃが味

給食では、町内産のジャガイモ・

玉ネギ・県内産の牛肉で作ります。
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● 

竜
王
町
に
住
所
を
有
す
る
身
体
障
が
い
児
者
、

知
的
障
が
い
児
者
、
精
神
障
が
い
児
者

● 

発
達
障
が
い
児
者
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
児

者
な
ど
で
あ
り
、
町
が
特
に
必
要
と
認
め
る

者
で
個
別
ケ
ー
ス
会
議
な
ど
に
よ
り
認
め
ら

れ
た
者

※ 

介
護
保
険
法
に
よ
り
、
本
事
業
と
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
は
、
原
則
と
し
て
本
事
業

の
提
供
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

個
別
ケ
ー
ス
会
議
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
中
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」・「
障

害
者
支
援
施
設
」
な
ど
に
お
い
て
、
障
が
い
者

な
ど
に
活
動
の
場
を
提
供
し
、
見
守
り
、
社
会

に
適
応
す
る
た
め
の
日
常
的
な
訓
練
、
そ
の
ほ

か
町
が
認
め
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

※ 

本
事
業
を
利
用
し
て
い
る
時
間
は
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

し
ょ
う
が
い

の
窓

問  福祉課 社会福祉係
　  58-3705

「
日
中
一
時
支
援
事
業
」
の
ご
案
内

詳しくは役場福祉課へ
お問い合わせください。

　

町
で
は
、
日
中
、
障
が
い
者
の
家
族
の
就
労
支
援
や
介
護
者
の
一
時
的
な
休
息
、

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
「
日
中
一
時
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　ジャガイモはナス科の野菜で、ナスの花とよく似ています。
ジャガタラ（今のジャカルタ）から伝わり、「ジャガタライモ」
と呼ばれていたのが、だんだん短くなって「ジャガイモ」と
呼ばれるようになりました。
　ジャガイモは低温に強く、保存する時の温度が高いと発芽
します。また、芽には「ソラニン」という有毒物質が含まれ
ることがあるので、取り除いて使いましょう。

●牛肉   100g
●ベーコン   40g
●ジャガイモ   大２個（350ｇ）
●玉ネギ   大１個（250ｇ）
●ニンジン   1/3本（60ｇ）
●つきコンニャク   60g
●マッシュルーム水煮   50g
●グリーンピース   40g
●しょうゆ   大さじ２
●砂糖   大さじ２
●コンソメ   3g
●バター   大さじ1/2

❶ 牛肉・ベーコンは３㎝に切り、玉ネギはくし形切り、ニンジン
は乱切り、ジャガイモは１口大のさいの目切りにして、一度
水を通します。つきコンニャクは、下ゆでしておきます。

❷鍋でベーコン・牛肉をいためて取り出し、次に、ジャガイモ・ニン
ジン・玉ネギを軽くいため、水を注ぎ軟らかくなるまで煮ます。

❸ 煮立ったら“あく”を取り、牛肉・べーコン・コンニャク・マッシ
ュルーム・グリーンピースを入れ、Ⓐで味付けします。中火で
煮汁がなくなるまで煮詰め、最後にバターを加えます。

　

こ
の
事
業
の
利
用
者
は
、サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係

る
経
費
に
対
す
る「
定
率
負
担
」
を
事
業
所
に

支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。定
率
負
担
の
額
は
、

こ
の
事
業
で
定
め
ら
れ
た
区
分
、世
帯
の
所
得

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
の
で
、詳
し
く

は
福
祉
課
ま
で
申
請
の
際
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
定
額
負
担
と
は
別
に
、
日
中
活
動
の

内
容
に
よ
り
材
料
費
な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
事
業
所
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

　

福
祉
課
に
申
請
書
を
提
出
し
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
量
、
負
担
金
の
上
限
な
ど

の
決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

事
業
内
容

費
用
負
担

申
請

⎞
｜
⎬
｜
⎠

Ⓐ

みんなの暮らし
各課からのお便り
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これからも住民皆さまに愛され、
気軽に利用できる公民館を目指します

ま
な
ぶ
ま
な
ぶ むすぶ

むすぶ

公民館公民館

　

竜
王
町
公
民
館
は
、
昭
和
50
年
に
開
館
し
、

今
年
で
34
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
歴
史
あ
る
公
民
館
が
、
皆
さ
ん
の
趣
味

や
遊
び
心
を
生
か
せ
る
場
、
ま
た
、
交
流
で
き

る
オ
ア
シ
ス
と
な
る
よ
う
、「
つ
ど
う
」・「
ま

な
ぶ
」・「
む
す
ぶ
」
を
活
動
目
標
に
、
各
種
教

室
・
講
座
を
開
い
た
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支

援
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

★
つ
ど
う

　
「
見
た
い
、
聞
き
た
い
、
や
り
た
い
」、
そ
ん

な
思
い
を
抱
く
講
座
・
教
室
を
用
意
し
、
多
く

の
人
の
交
流
・
体
験
活
動
の
場
を
設
け
ま
す
。

　

仲
間
が
集
ま
る
こ
と
で
、
楽
し
さ
が
広
が
る

〝
つ
ど
い
の
公
民
館
〞
を
目
指
し
ま
す
。

★
ま
な
ぶ

　

公
民
館
の
講
座
・
催
し
は
、
皆
さ
ん
の
毎
日

を「
心
豊
か
に
楽
し
く
過
ご
す
」
た
め
の
知
識
・

工
夫
と
し
て
生
か
せ
る
も
の
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
、
今
度
も
ぜ
ひ
」
と

思
え
る
〝
学
び
の
公
民
館
〞
を
目
指
し
ま
す
。

★
む
す
ぶ

　

講
座
・
催
し
で
の
出
会
い
か
ら
、
共
通
の
趣

味
活
動
を
通
し
て
、
一
人
よ
り
二
人
と
仲
間
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

同
好
の
輪
に
よ
っ
て
、
互
い
に
〝
つ
な
が
り

合
え
る
公
民
館
〞
を
目
指
し
ま
す
。

　

学
び
た
い
事
や
講
師
と
し
て
教
え
て
あ
げ
た

い
事
な
ど
が
あ
れ
ば
、
公
民
館
へ
声
を
お
掛
け

く
だ
さ
い
。

　

自
主
活
動
と
し
て
文
化
芸
術
に
親
し
む
50
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
や
町
公
民
館
を
拠

点
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
会
を
希
望
す
る
人
や
新
規
グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
た
い
人
は
、
町
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
の
催
し
会
な
ど
に
、
自
主

活
動
グ
ル
ー
プ
の
出
前
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

町
公
民
館　

 
５
８
‐
１
０
０
５

●第31回文月発表会
　　7月4日（土）・5日（日）
●第35回文化祭
　　10月30日（金）～11月1日（日）
●竜王町いろはカルタ大会
　　平成22年1月（予定）
●わんぱく交竜塾フェスティバル
　　2月20日（土）
●吹奏楽教室発表会
　　3月20日（土）

主な年間行事

23年目を迎えた「吹奏楽教室」
20人でスタート！

　先生は、飯村さん、前田さん、松田
さん、熊川さんの４人の皆さんです。

「わんぱく交竜塾」が
開講しました

　和太鼓・華道・茶道・絵画・パソコ
ン・囲碁将棋・宇宙科学の7塾で、92
人の塾生が楽しく頑張っています。

（和太鼓の練習）

　今年の題目は、山梨県・静岡県・愛
知県・岐阜県・三重県のお国自慢で
す。各地区に創作をお願いする「県」
を決定しました。
　昨年度は、20地区のすばらしい出
展がありました。今年は、全32地区の
出展を期待しています。

第35回文化祭
日本全国お国自慢の旅

き
ら
り
☆
輝
く

　

竜
王
町
公
民
館
を
求
め
て

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
へ
の

入
会
を
募
集
中
！

公民
館ロ
ビーで

自主
活動
グルー

プの

PR
ポス
ターを

掲示
中です

みんなの暮らし
各課からのお便り



竜王のきれいな夜空で
星を見よう！

の

芳
は 賀
が 岳
たけ 夫

お
さん（美松台）

ついに到来！7月22日「皆既日食」24

　

以
前
は
、
日
食
を
見
る
時
に
太
陽
の
明
る
さ
を

減
ら
す
物
と
し
て
、
黒
い
下
敷
き
や
、
す
す
を
付

け
た
ガ
ラ
ス
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
使
用
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
物
で
は
、
太

陽
に
含
ま
れ
る
目
に
有
害
な
紫
外
線
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
長
時
間
日
食
を
観

察
し
た
後
に
、
紫
外
線
に
よ
っ
て
目
の
奥
が
炎
症

れ
て
も
非
常
に
ま
ぶ
し
い
た
め
、
肉
眼
で
そ
の
ま

ま
日
食
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、太
陽
が
欠
け
て
い
る
様
子
を
直
接
見
る

た
め
に
は
、光
を
減
ら
す
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

で
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
ご
存
知
の

人
も
多
い
で
す
が
、
今
月
22
日
は
、
日

本
で
46
年
ぶ
り
の
「
皆か
い
き
に
っ
し
ょ
く

既
日
食
」
が
起
こ
り
ま
す
。

場
所
は
、
屋
久
島
と
奄
美
大
島
の
中
間
に
あ
る
ト

カ
ラ
列
島
で
す
。

　

そ
の
前
に
、
中
国
大
陸
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
上
シ
ャ
ン
ハ
イ

海
な
ど
へ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す

る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

竜
王
町
で
は
皆
既
日
食
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

７
月
22
日
午
前
10
時
前
か
ら
太
陽
の
一
部
が
欠
け

始
め
、
11
時
過
ぎ
に
は
最
大
80
％
程
度
の
「
部
分

日
食
」
と
な
り
ま
す
。
太
陽
が
こ
れ
だ
け
月
に
隠
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を
起
こ
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
日
食
観
察
用
に
紫
外
線
を
カ
ッ
ト

し
て
安
全
に
日
食
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
日
食

メ
ガ
ネ
」
が
発
売
さ
れ
て
お
り
、
安
い
物
は
３
０

０
円
程
度
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
食

当
日
が
近
づ
く
と
、
在
庫
が
な
く
な
っ
て
購
入
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
手
軽
に
日
食
の
様
子
を
知
る
方
法
と

し
て
、
左
の
写
真
の
よ
う
に
木
漏
れ
日
の
形
を
ぜ

ひ
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
普
段
は
丸
い
木
漏

れ
日
が
、
日
食
の
時
に
は
三
角
形
と
な
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ふしぎ
星

す

太
陽
を
見
る
と
き
に
は

紫
外
線
に
ご
注
意
を
！

竜
王
町
で
の
日
食
の
見
え
方

1999年8月11日ハンガリーにて
撮影＝早川 悦宏さん（美松台）

ダイヤモンドリング

皆既日食中

日食中の木漏れ日の影の形

▲
▼
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「
就
学
相
談
」
を
実
施
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
お
子
さ
ん
の

言
葉
や
運
動
の
発
達
、
聴
力
や
視
力
、

ま
た
、
行
動
面
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
か
ら
、
お
子
さ
ん
に
ふ
さ
わ
し

い
教
育
の
場
や
そ
の
方
法
を
ど
の
よ

う
に
見
出
し
て
い
け
ば
よ
い
か
に
つ

い
て
、
専
門
家
に
よ
る
就
学
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

と
き
■
７
月
23
日
㈭
・
24
日
㈮ 

９

時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
■
町
公
民
館 

３
階

対
象
■
保
育
園
・
幼
稚
園
年
長
〜
中

学
３
年
生
の
保
護
者
な
ど

申
し
込
み
■
相
談
や
申
込
書
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、園
・
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
日
程
以
外
に
も
、随
時
就
学
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局 

学
務
課

 

５
８
‐
３
７
１
０

「
平
成
21
年
度
明
る
い
選
挙
推
進

啓
発
用
作
品
」を
募
集
し
ま
す

内
容
■
明
る
い
選
挙
を
推
し
進
め
る

こ
と
を
表
す
も
の

応
募
期
間
■
９
月
11
日
㈮
ま
で

提
出
先
■
お
住
ま
い
の
市
町
の
選
挙

管
理
委
員
会（
市
役
所
・
町
役
場
内
）

そ
の
他
■

最
優
秀
・
優
秀
作
品
を
選
び
、入
賞
者

に
は
賞
状
お
よ
び
副
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
最
優
秀
・
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、

㈶
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
・
都
道

府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
主

催
の
中
央
審
査
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

★
標
語
の
部

応
募
資
格
■
県
内
在
住
の
人
で
あ
れ

ば
、
年
齢
を
問
わ
ず
一
人
何
点
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法
■
は
が
き
に
、
標
語
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
■
優
秀
10
点
、
入
賞
者
に
は
賞
状

お
よ
び
副
賞
が
あ
り
ま
す
。

★
四
コ
マ
漫
画
の
部

応
募
資
格
■
県
内
在
住
の
人
で
あ
れ

ば
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
出
品
は

一
人
１
点
に
限
り
ま
す
。

規
格
■
Ａ
４
サ
イ
ズ
（
２
９
７
㎜
×

２
１
０
㎜
）
の
大
き
さ
で
、
カ
ラ

ー
・
白
黒
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
■
作
品
の
裏
面
右
下
に
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
■
優
秀
５
点
、
入
賞
者
に
は
賞
状

お
よ
び
副
賞
が
あ
り
ま
す
。

主
催
■
滋
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会
・

滋
賀
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
・

市
町
選
挙
管
理
委
員
会
・
市
町
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の

ご
案
内

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た
は

免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に
対
し
て
、中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
を
認

定
す
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
、
高
等
学
校
の
入
学

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

と
き
■
11
月
４
日
㈬

会
場
■
滋
賀
県
大
津
合
同
庁
舎 

６

Ａ
会
議
室
（
大
津
市
松
本
１
丁
目
２

番
１
号
）

願
書
受
付
期
間
■
８
月
21
日
㈮
〜
９

月
８
日
㈫
【
消
印
有
効
】

願
書
提
出
先
■
文
部
科
学
省
。
詳
し

く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

県
教
育
委
員
会
事
務
局 

学
校
教
育
課

 

０
７
７
‐
５
２
８
‐
４
５
７
６

●
入
賞
作
品
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
作
品
は
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

●
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属

し
、
選
挙
啓
発
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

★
ポ
ス
タ
ー
の
部

応
募
資
格
■
県
内
の
小・中
学
校
、高

等
学
校
、特
別
支
援
学
校
の
児
童
ま
た

は
生
徒
で
、一
人
１
点
に
限
り
ま
す
。

規
格
■
画
用
紙
の
四
つ
切
り
（
５

４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）、
八
つ
切
り

（
３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）、
も
し
く

は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ
で
、
描
画

材
料
は
自
由
で
す
。（
紙
や
布
な
ど
、

絵
の
具
材
料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
）

応
募
方
法
■
作
品
の
裏
面
右
下
に
、

市
町
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
■
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
別
に

問 

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

 
 

〒
５
２
０
‐
２
５
９
２

　
　
　

竜
王
町
大
字
小
口
３

 

５
８
‐
３
７
１
４

お
知
ら
せ

相
談

募
集

税と
料金
納期限までに納めましょう

＜料金の納期限＞

●保育所保育料・幼稚園保育料
　学校給食費・通学自動車使用料
　水道料金・下水道使用料

7月31日（金）
●固定資産税・国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料

7月31日（金）

問  住民税務課　  58-3750

口座残高をご確認ください

　6月号6ページ「税」表１の税率改正一覧
について、次のとおり訂正しお詫びします。
●「平等割額」（21年度）
　　誤 2万7200円 → 正  2万7700円
●「後期高齢者支援金分」（21年度）
　　誤 5100円 → 正 5200円

お詫びと訂正
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平
成
21
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

（
来
年
３
月
下
旬
入
隊
）の
ご
案
内

★
航
空
学
生

受
験
資
格
■
21
歳
未
満
で
高
等
学
校

を
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
し
た
人

試
験
日
■

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

「
母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」を

開
催
し
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
と
子
の
交
歓

の
場
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
心
身
と

も
に
健
全
に
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
広

場
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
■
７
月
26
日
㈰ 

９
時
〜
16
時

会
場
■
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く

り
フ
ァ
ー
ム
（
送
迎
バ
ス
あ
り
）

集
合
場
所
■
町
立
図
書
館
前
に
８
時

45
分
（
９
時
出
発
）
に
集
合
し
て
く

だ
さ
い
。

●
一
次
…
９
月
23
日
（
水
・
祝
）

●
二
次
…
10
月
18
日
㈰
〜
22
日
㈭
の

う
ち
１
日

●
三
次
…
11
月
14
日
㈯
〜
12
月
18
日
㈮

待
遇
な
ど
■
高
校
卒
業
か
ら
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
は
こ
の
道
が
一
番
で
す
。

★
一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格
■
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日
■

●
一
次
…
９
月
19
日
㈯

●
二
次
…
10
月
10
日
㈯

待
遇
な
ど
■
入
隊
後
、
選
考
で
部
隊

の
中
堅
と
な
り
ま
す
。

★
２
等
陸
海
空
士
（
任
期
制
隊
員
）

受
験
資
格
■
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日
■

●
男
子
…
９
月
26
日
㈯
・
28
日
㈪
の

ど
ち
ら
か
１
日

参
加
費
■
大
人
２
５
０
０
円
、
子
ど

も
・
幼
児
１
５
０
０
円

申
し
込
み
■
事
前
に
左
記
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
■
７
月
８
日
㈬

問 

健
康
推
進
課 

子
育
て
支
援
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

 

５
８
‐
１
０
０
６

第
59
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
を
開
催
し
ま
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

重
点
目
標
■
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

た
ち
の
就
労
支
援

統
一
標
語
■

「
人
は
変
わ
れ
る
。
一
緒
な
ら
。」

期
間
■
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

主
催
■「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

竜
王
町
実
施
委
員
会

問 

竜
王
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

５
８
‐
１
４
７
５

●
女
子
…
９
月
27
日
㈰

待
遇
な
ど
■
男
女
区
別
な
く
幹
部
へ

進
む
道
も
あ
り
、
特
別
退
職
金
制
度

も
あ
り
ま
す
。

★
申
し
込
み
方
法

願
書
受
付
期
間
■
８
月
１
日
㈯
〜
９

月
11
日
㈮

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
年
間
を
通
じ
て

募
集
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
資

料
請
求
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 ●
自
衛
隊
近
江
八
幡
地
域
事
務
所

 

３
３
‐
２
１
０
３

●
町
役
場 

総
務
課 

総
務
係

 

５
８
‐
３
７
０
０

募
集

育
児

まちの相談窓口
相談は無料で、秘密は厳守します

心配ごと相談所

こどもひろば
親子のふれあいの場

7月 
1日（水）・13日（月）・21日（火）
10：00～15：00　勤労福祉会館

8月 
3日（月）・11日（火）・21日（金）
10：00～15：00　勤労福祉会館

問　社会福祉協議会　  58-5080

行政相談所

月・水・木曜日   保健センター
火曜日   地域子育て支援センター
金曜日 

　…鵜川ふれあいプラザ（7月3・10・17日）
　…弓削ふれあいプラザ（7月24・31日）

※祝日はお休みとなります。

時間   9：30～12：00／13：00～15：30

問  健康推進課 子育て支援係

 58-1006

国・役所・独立行政法人に
ついての苦情・要望

 7月13日（月）
10：00～15：00　勤労福祉会館

 8月11日（火）
10：00～15：00　勤労福祉会館

問　総務課 総務係　  58-3700

認知症に関する相談

問　竜王町地域包括支援センター
（福祉ステーション１階）　　
　  58-3704　  58-8019

さまざまな心配ごとの
相談
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「
ち
び
っ
こ
幼
稚
園
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い
！

★
竜
王
幼
稚
園

「
第
３
回
ち
び
っ
こ
幼
稚
園
」

対
象
■
次
年
度
就
園
予
定
児

※ 

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

と
き
■
７
月
22
日
㈬ 

９
時
45
分
〜

11
時
30
分

受
付
場
所
■
保
健
室
前
ベ
ラ
ン
ダ

内
容
■
先
生
と
一
緒
に
、
３
歳
児
の

保
育
室
や
砂
場
、
水
遊
び
な
ど
で
遊

び
ま
す
。

持
ち
物
■
保
護
者
と
お
子
さ
ん
の
上

履
き
、
着
替
え
、
ま
た
は
水
着
と
タ

オ
ル
、
帽
子
、
水
筒

駐
車
場
■
園
北
側
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

お
願
い
■
け
が
の
な
い
よ
う
十
分
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん

は
、
お
う
ち
の
人
が
し
っ
か
り
と
見

て
く
だ
さ
い
。

問 

竜
王
幼
稚
園 

５
７
‐
０
０
０
９

★
竜
王
西
幼
稚
園

「
第
２
回
ち
び
っ
こ
幼
稚
園
」

対
象
■
次
年
度
就
園
予
定
児

※ 

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

と
き
■
７
月
27
日
㈪ 

９
時
30
分
〜

11
時
20
分

受
付
場
所
■
遊
戯
室
へ
10
時
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
容
■
夏
な
ら
で
は
の
遊
び
を
、
幼

稚
園
で
お
う
ち
の
人
や
先
生
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
す
。

持
ち
物
■
保
護
者
と
お
子
さ
ん
の
上

履
き
、
着
替
え
、
プ
ー
ル
の
用
意
、

帽
子
、
水
筒

駐
車
場
■
西
小
学
校
の
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、駐
車
場
の

門
、園
の
門
は
必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
■

●
泡
や
水
を
使
っ
た
遊
び
を
し
ま
す

の
で
、汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
着
替

え
を
多
め
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
子
さ
ん
に
け
が
の
な
い
よ
う
、

お
う
ち
の
人
が
し
っ
か
り
と
見
て

く
だ
さ
い
。

問 

竜
王
西
幼
稚
園

 

５
８
‐
２
３
５
６

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

米
原
出
張
窓
口
か
ら

休
日
の
ご
案
内

　

滋
賀
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
米
原
出
張
窓
口
」
は
、
県
立
文
化

産
業
交
流
会
館
の
休
館
日
の
た
め
休

業
し
ま
す
。

休
業
日
■
７
月
21
日
㈫

そ
の
他
■
大
津
の
窓
口
（
ピ
ア
ザ
淡

海
）
で
は
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を

除
き
、
通
常
ど
お
り
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問 

滋
賀
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 
０
７
７
‐
５
２
７
‐
３
３
２
３

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

慰
霊
友
好
親
善
事
業
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

　

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
お

り
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格
■
今
回
実
施
す
る
地
域
で

戦
没
さ
れ
た
人
の
遺
児

町立図書館　  57-8080

親子トンボ観察会

自然教室
「草木染めを楽しもう！」

本の紹介 ➡ 16ページ

　世界最小のトンボである「ハッチ
ョウトンボ」の観察会です。

と　き■７月12日日
　　　　10：00～12：00 ※小雨決行
場　所■町立図書館（ビデオを鑑賞

してから観察に出掛けます）
講　師■澤田弘行さん
定　員■子どもから大人までの20人
　　　　（先着順）
※ 小学２年生までの人は、保護者など付き添
いが必要です。

申し込み■ 受け付け中です。電話で
も構いません。

　毎年恒例の自然教室です。今回
は、「草木染め」を楽しみます。
　大人の参加も大歓迎です。ぜひお
越しください！

と　き■８月21日金
　　　　9：30～12：00
場　所■町公民館 調理室
講　師■かわせみグループ
費　用■ 600円（材料費・保険代と

して当日集めます）
定　員■子どもから大人までの30人
　　　　（先着順）
※ 小学２年生までの人は、保護者など付き添
いが必要です。

その他■持ち物など詳細については、
申し込み時にお知らせします。

申し込み■７月11日（土）から図書館
の開館時間中に受け付け
ます。電話でも構いません。

お
知
ら
せ

募
集

育
児

図書館へ
行こう！



※

調
査
票
の
配
布
・
回
収
の
際
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
場
合
は
、必
ず「
調
査
員
証
」を
携
行
し
て
い
ま
す
。

総務省統計局　　滋賀県竜王町

こ
の
調
査
は
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、交
通
対
策
、環
境
対
策
、防
災
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。も
っ
と
住
み
良
い
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
。

お知らせ掲示板お知らせ掲示板
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実
施
地
域
■
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

中
国
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸

島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
沖
縄
、

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

費
用
■
賛
助
金
一
律
10
万
円
（
沖
縄

県
は
５
万
円
）

申
込
先
■
滋
賀
県
遺
族
会 

事
務
局

 

０
７
７
‐
５
２
２
‐
７
２
２
７

そ
の
他
■
日
程
な
ど
の
詳
細
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
参
加

希
望
者
を
選
考
し
ま
す
の
で
、
お
申

し
込
み
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

問 

財
団
法
人
日
本
遺
族
会 

福
祉
事

業
部 

事
業
課 

事
業
係

 

０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
メ

イ
ツ
」
を
募
集
し
ま
す

　

び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
は
、
青
少
年
を

対
象
に
、
各
種
公
演
や
芸
術
に
身
近

に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
シ
ア

タ
ー
メ
イ
ツ
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
、
こ
の
事
業
に
参
加
す

る
シ
ア
タ
ー
メ
イ
ツ
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
■
６
歳
〜
18
歳
（
平
成
３
年
４

月
以
降
生
ま
れ
）
の
人
な
ら
ど
な
た

で
も
。

会
費
■
入
会
金
・
年
会
費
と
も
無
料

で
す
。

会
員
特
典
■
青
少
年
オ
ペ
ラ
劇
場
な

ど
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
が
、
通
常
の
青

少
年
チ
ケ
ッ
ト
価
格
の
半
額
で
購
入

で
き
、
け
い
こ
見
学
な
ど
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
は
が

き
・
来
館
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
は
が
き
で
の
場
合
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
生
年
月
・
性
別
を
記
入

し
、
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

び
わ
湖
ホ
ー
ル 

シ
ア
タ
ー
メ
イ
ツ
係

　

 

〒
５
２
０
‐
０
８
０
６

　
　

 

大
津
市
打
出
浜
１
５
‐
１

　

 

０
７
７
‐
５
２
３
‐
７
１
４
０

　

  http://w
w
w
.biw
ako-hall.

or.jp/

滋
賀
県
高
等
学
校
等
開
放
講
座

「
点
字
の
世
界
」を
開
催
し
ま
す

　

滋
賀
県
立
盲
学
校
で
は
、
初
め
て

点
字
と
出
合
う
人
や
点
字
を
も
う
一

日
㈮
の
９
時
〜
17
時
（
土
・
日
曜
日

お
よ
び
祝
日
は
除
く
）
に
、
受
講
し

た
い
コ
ー
ス
を
決
定
し
、
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

「
点
字
の
世
界
」
運
営
委
員
会

　

 

０
７
４
９
‐
２
２
‐
２
３
２
１

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
の

ご
案
内

　

滋
賀
県
雇
用
開
発
協
会
で
は
、
在

職
者
を
中
心
と
し
た
中
高
年
齢
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
職
業
生
活
設
計
に

役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。

★
中
高
年
齢
者
の
若
返
り

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

と
き
■
７
月
９
日
㈭ 

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

場
所
■
ア
ク
テ
ィ
近
江
八
幡 

２
階 

研
修
室
（
近
江
八
幡
市
鷹
飼
町
南
４

丁
目
４
‐
５
）

参
加
費
■
無
料

申
し
込
み
■
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

社
団
法
人 

滋
賀
県
雇
用
開
発
協
会

　

 

０
７
７
‐
５
２
７
‐
２
２
０
１

　

 

０
７
７
‐
５
２
７
‐
２
２
３
０

　

  koureiki@
shiga-koyou.

or.jp

度
覚
え
て
み
た
い
人
、
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
を
用
い
て
点
訳
を
実
際
に
体
験

し
た
い
人
な
ど
、
や
さ
し
く
点
字
の

世
界
に
ご
案
内
す
る
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

講
座
内
容
■

●
初
級
コ
ー
ス
…
点
字
と
初
め
て
出

合
う
人
の
た
め
の
コ
ー
ス
で
す
。

●
中
級
コ
ー
ス
…
文
章
を
正
確
に
書

く
た
め
の
正
し
い
ル
ー
ル
集
の
学

習
コ
ー
ス
で
す
。

●
応
用
コ
ー
ス
…
パ
ソ
コ
ン
を
用
い

て
、
マ
ウ
ス
で
点
字
の
図
形
を
描

く
コ
ー
ス
で
す
。

期
間
■
９
月
５
日
㈯
〜
10
月
10
日
㈯

の
間
の
土
曜
日
（
６
回
開
講
）

学
習
時
間
■
14
時
〜
17
時

定
員
■
30
人
程
度
（
先
着
順
）

受
講
料
■
３
５
０
０
円

※ 

初
級
コ
ー
ス
の
み
教
材
費
１
２
０

０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

申
し
込
み
■
７
月
13
日
㈪
〜
８
月
７

講
習



京都新聞・中 日 新 聞
産経新聞・日本経済新聞

竜王でインターネットするなら
●有線放送インターネット
●NTT 西日本フレッツ

山本新聞舗 RMCネットワーク
TEL0748-58-0501
FAX0748-58-2453

TEL0748-58-3038
FAX0748-58-2453

有限会社 竜王メディアセンター
竜王町鏡1695　http://www.rmc.ne.jp

〈
広
告
欄
〉

お申込みはこちらまで

お知らせ掲示板お知らせ掲示板

平成21年１月１日～６月15日現在

交通事故

人 身 事 故

死　者　数

負 傷 者 数

物 損 事 故

46（－  6）

1（±  0）

58（－  4）

170（－48）
かっこ内は前年比

町内の

発生状況

26広報りゅうおう2009.7

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
滋
賀

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
入
校
試
験
」
の
ご
案
内

★
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
程
■

●
第
１
回
…
７
月
18
日
㈯ 

９
時
30

分
〜
12
時
30
分

●
第
２
回
…
８
月
９
日
㈰ 

13
時
〜

16
時
30
分

●
第
３
回
…
９
月
26
日
㈯ 

13
時
〜

16
時
30
分

内
容
■
学
校
紹
介
、
募
集
要
項
説
明
、

体
験
入
学
、
個
別
相
談
、
推
薦
入
試

問
題
の
解
説
と
傾
向
に
つ
い
て
（
第

２
・
３
回
の
み
）

大
津
地
方
裁
判
所
か
ら

裁
判
員
制
度
へ
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す

★
特
別
な
休
暇
制
度
の
創
設

　

裁
判
所
で
は
、
法
務
省
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
と
連
携
し
、
企
業
経
営

者
向
け
の
説
明
会
を
行
い
、
特
別
な

休
暇
制
度
の
創
設
な
ど
働
き
か
け
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
お

勤
め
の
人
が
裁
判
員
制
度
に
参
加
し

や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
企
業

な
ど
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

★
一
時
保
育
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

育
児
中
の
人
が
安
心
し
て
裁
判
員

裁
判
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
裁
判
員

裁
判
を
実
施
す
る
裁
判
所
に
対
応
す

る
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

態
勢
が
整
備
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
族
な
ど
の
介
護
を
行
っ

て
い
る
人
は
、
既
存
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
裁
判
員
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

大
津
地
方
裁
判
所
事
務
局 

総
務

課 

庶
務
係

 

０
７
７
‐
５
２
２
‐
４
２
８
１

★
入
校
試
験

●
推
薦
入
校
試
験
…
11
月
４
日
㈬

　

 

現
役
の
生
徒
で
専
願
制
で
す
。

学
校
長
推
薦
、
数
学
Ⅰ
と
面
接

●
入
校
試
験
…（
Ａ
日
程
）
11
月
７

日
㈯
、（
Ｂ
日
程
）
平
成
22
年
３

月
６
日
㈯

　

 

実
技
試
験
、
小
テ
ス
ト
（
数
Ⅰ
）、

面
接

●
一
般
入
校
試
験
…
平
成
22
年
２
月

４
日
㈭

　

数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ

問 

滋
賀
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
（
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
滋
賀
）
学

務
援
助
課

　

 

近
江
八
幡
市
古
川
町
１
４
１
４

 

３
１
‐
２
２
５
４

「
全
国
一
斉
生
活
保
護

１
１
０
番
」
を
実
施
し
ま
す

　

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会
で
は
、

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
生
活
保
護
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
悩
み
に
対
し
、
司
法
書
士
が

無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
る
「
全
国

一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番
」
を
実
施

し
ま
す
。

と
き
■
８
月
１
日
㈯ 

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
■
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
事
前
予
約
は
不
要
）

 

０
１
２
０
‐
０
５
２
‐
０
８
８

問 

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会

 

０
７
４
９
‐
４
８
‐
７
４
４
４

お
知
ら
せ

相
談

★広報りゅうおうでは、有料広告掲載の要綱を改め、年間分の申し込みを随時受け付けています。
　（掲載料：年間10万円、一月1万5000円）詳しくは、政策推進課  58-3701へお問い合わせください。
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〒520-2511 滋賀県蒲生郡竜王町林８０８番地

株式会社 村田管工
TEL・FAX 0748-57-0384http://www.murakan.com

・リフォーム工事
・上下水道工事
・給排水設備工事
・住宅設備工事
・消防設備工事
・エクステリア工事
・床暖房工事
・住宅機器販売・修理

http://www.hiratadental.com

岡喜本店

お知らせ掲示板お知らせ掲示板

　わたくしたちのまち竜王町は　二つの
山なみを背景とした沃野にはぐくまれ
史実に残る古い歴史と恵まれた文化
遺産を受けついできました
　わたくしたちは　このうるわしい郷土に
誇りと自覚をもち　「緑と文化の町」に
ふさわしい　明るく住みよい町を築く
ため　この憲章を定め　これの実現に
つとめます

一、自然を愛し　みどり豊かな

　　美しい町をつくりましょう

一、おはよう　こんにちはが

　　こだまする　うるおいのある町を

　　つくりましょう

一、心とからだを鍛え　明るい家庭が

育つ町をつくりましょう

一、仕事にはげみ　豊かで活力のある

　　町をつくりましょう

一、若い力を育て　夢と希望にあふれる

町をつくりましょう

（昭和 55年１月 15日制定）

よく や

町民憲章

町の木「松」 町の花「あえんぼ」

　町民憲章は、竜王町の恵まれた自然環境
を後世に守り、住みよく、働きよい、憩いの
ある平和郷「緑と文化の町 竜王町」を具現
するための心構えとして制定されました。

リフォームするなら
当社まで

オール
電化工

事お任
せくださ

い !!

27 広報りゅうおう2009.7

…
し
が
県
民
芸
術
創
造
館
（
草
津

市
野
路
６
丁
目
１
５
‐
１
１
）

●
８
月
29
日
㈯

…
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

（
米
原
市
下
多
良
２
‐
１
３
７
）

※
し
が
県
民
芸
術
創
造
館
で
は
、
宅

配
な
ど
業
者
に
よ
る
搬
入
も
受
け

付
け
ま
す
。

そ
の
他
■
入
選
作
品
は
、
草
津
市
・

大
津
市
・
彦
根
市
・
高
島
市
の
各
会

場
を
巡
回
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
入

選
作
品
の
う
ち
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点

（
副
賞
50
万
円
）、
金
賞
２
点
（
副
賞

５
万
円
）
ほ
か
を
贈
呈
し
ま
す
。

問 

し
が
県
民
芸
術
創
造
館

 

０
７
７
‐
５
６
４
‐
５
８
１
５

「
ち
び
っ
子
体
験
学
習
in
奄
美

大
島
」
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

鹿
児
島
県
奄
美
大
島
宇
検
村
で
は
、

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
「
ち
び
っ

子
体
験
学
習
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
か
ら
集
ま
る
仲
間
た
ち
と
の

集
団
生
活
の
中
で
、
規
律
や
仲
間
を

助
け
合
う
楽
し
さ
と
大
切
さ
を
学
び
、

互
い
の
友
情
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間
■
８
月
17
日
㈪
〜
22
日
㈯
の
５

泊
６
日

場
所
■
鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検
村
内 

研
修
セ
ン
タ
ー
・
タ
エ
ン
浜
な
ど

内
容
■
川
エ
ビ
捕
り
、
イ
カ
ダ
作
り
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
海
原
の
探
索
・
魚

釣
り
、
海
水
浴
、
地
元
児
童
と
の
交

流
、
野
宿
体
験

対
象
■
小
学
３
年
〜
６
年
生

定
員
■
50
人
（
先
着
順
）

申
込
締
め
切
り
■
７
月
25
日
㈯

申
し
込
み
■
出
発
地
に
よ
り
参
加
費

が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
な
ど
は
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書

を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
平

日
の
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
。

問 

宇
検
村
シ
マ
時
間
体
験
セ
ン
タ
ー

 

０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
１

 http://taiken.uken.net/

「
第
14
回 

湖
国
を
描
く
絵
画
展
」の

作
品
を
募
集
し
ま
す

　

滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
で
は
、

「
湖
国
を
描
く
絵
画
展
」
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
■
平
成
６
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

応
募
作
品
■

●
滋
賀
県
内
の
風
景
や
祭
礼
、
行
事

な
ど
を
描
い
た
作
品
で
、
日
本

画
・
洋
画
・
版
画
・
貼
り
絵
・
切

り
絵
な
ど
具
体
的
表
現
の
も
の

●
大
き
さ
は
Ｍ
30
号
（
90
・
９
㎝
×

60
・
６
㎝
）
以
上
Ｓ
50
号
（
１
１

６
・
７
㎝
×
１
１
６
・
７
㎝
）以
下

応
募
点
数
■
一
人
１
点

出
品
料
■
１
０
０
０
円

作
品
受
付
日
・
会
場
■

●
８
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

募
集



まちの元気っ子たち  お誕生日おめでとう！
月号月号77

広報

１１

窓  口 
平成21年5月15日～6月14日受付 ※敬称略

お誕生日の記念に、8月に1歳を迎える
お子さんの写真を紙面に飾りませんか

締め切り日■7月13日（月）
応 募 方 法■❶お子さんの名前（ふりがな）／性別／誕生日

❷保護者名／郵便番号／住所（自治会名も）／電話番号
を記入の上、役場へ持参・郵送・電子メールでご応募ください。

※Eメールによる応募の場合、必ず返信します。7月16日（木）までに返信がない場合はご連絡ください。

集
募

人　口
男
女

世帯数
平成21年５月末現在 かっこ内は前月比

13,489 　人 （ － 9 ）

7,202 　人 （ － 3 ）

6,287 　人 （ － 6 ）

4,590 世帯（ ＋ 2 ）動

編
集

後
記
編
集

後
記

の

西村 美穂 ちゃん
Ｈ20．7．26生 綾戸

にしむら み ほ
加賀爪 優斗 くん
Ｈ20．7．13生 美松台

か がつめ ゆうと
奥　海翔 くん
Ｈ20．7．13生 西山

おく かいと

徳田 夏羽 ちゃん
Ｈ20．7．5生 岡屋

とくだ なつは
竹山 陽明 くん
Ｈ20．7．4生 西山

たけやま ようめい
犬井 和奏 ちゃん
Ｈ20．7．3生 西出

いぬい わかな

～ 広報りゅうおうは、環境に配慮した再生紙を使用しています ～

▼
い
よ
い
よ
夏
本
番
！
山
之
上

に
広
が
る
果
樹
園
で
は
、夏
の

果
実
が
実
り
始
め
て
い
ま
す
。

▼
果
樹
王
国
と
も
呼
ば
れ
る
竜

王
町
で
は
、桃
・
ナ
シ・
ブ
ド
ウ
な

ど
の
新
鮮
果
実
を
直
売
所
で
、ま
た
、自
分
の
手
で
採
っ

て
そ
の
場
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。自
然
の
恵
み
、

作
り
手
の
手
間
と
こ
だ
わ
り
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た

竜
王
の
果
実
は
、や
っ
ぱ
り
甘
み
が
際
立
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。▼
町
内
に

は
あ
ま
り
出
掛
け
な
い

わ
、と
い
う
皆
さ
ん
も
、

今
年
の
夏
は
ぜ
ひ
、竜
王

の〝
も
ぎ
た
て
の
美
味
し

さ
〞を
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

▼6月現在は、サクランボ狩りで
　にぎわっています
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ご冥福をお祈りします

池
いけ

　田
だ

　愛
な

　乃
の

　（美松台）

寺
てら

　島
しま

　大
だい

　輝
き

　（薬　師）

小
こ

　澤
ざわ

　詩
こと

　羽
は

　（美松台）

楠
くす

　本
もと

　恵
め

　唯
い

　（　林　）

西
にし

　村
むら

　湘
しょうたろう

太朗　（橋　本）

水
みず

　上
かみ

　百
も

　萌
も

　（新　村）

澤
さわ

　田
だ

　亥
い

之
の

助
すけ

　（　島　）　86歳

圖
づ

　司
し

　与
よ

　平
へい

　（鵜　川）　90歳

野
の

　口
ぐち

　は　つ　（東　出）　91歳

谷
たに

　村
むら

　俊
しゅん

　二
じ

　（新　村）　70歳

三
み

　好
よし

　 　夫
お

　（松が丘）　69歳
よし


